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平成30年度 農産物等研究専門部会 

実施計画（案）について 

検討事項 

（１）今年度の取り組みについて

  ・全体スケジュールの確認 
  ・各取り組みの実施内容等の確認 
  ・拡充したい取り組みの検討 

（２）今後の予定について 

（３）その他 

資料5 
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農-1 大学と農家の意見交換会（地域連携による農産物づくりの検討等） 
計 画

概要・目的 

概要 
・地元農業者を対象に、明治大学黒川農場の見学会を実施し、大学の教
職員に施設や大学の取り組み、研究内容等について紹介を行う。 

・大学と地元農業者の相互の取り組みに関する情報交換を行い、今後の黒
川地域の野菜づくり等への連携につなげる。 

目的 
【地域交流】明治大学黒川農場での取り組み等を紹介してもらう見学会を

実施し、地元農業者と大学関係者の交流を深める。
【地域連携の強化】黒川産の農産物の販売促進のため、地元農業者と大学

が新規農産物や郷土農産物の栽培方法等について情報
交換する機会を設け、地域連携の体制を強化していく。

実施体制、対象者等 対 象：地元農業者、明治大学
事務局：川崎市農地課

実
施
内
容

実施予定日 未定 

実施場所 明治大学黒川農場

周知・ＰＲ －

内容 

①明治大学黒川農場の施設紹介

・黒川農場の施設を紹介。

②研究活動内容や研究成果の紹介 

・黒川農場で行っている研究や取り組みの紹介

③明治大学教員と地元農業者による意見交換

 ・今後の、農産物等の生産に関する連携等について 

予算等 －

その他 ・今後も大学と農家の意見交換の場を検討してく。
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農-2 アスパラガスの新たな栽培方法「採りっきり栽培」の実施 
（地域連携による農特産物づくりの検討等） 

計 画

概要・目的 

概要 
・新規ホーラ―を使用し、一作で採りきる「採りっきり栽培」の展示ほ場
を作り、栽培の見本を示しつつ、各生産者のほ場巡回を併せて実施、新
たな特産物・収穫体験としての可能性を検討する。 

目的 
【地域交流】明治大学の研究成果を活かしながら、大学と地元農業者の交

流を深める。
【地域連携の強化】地元農業者と大学が農産物の新たな栽培方法等につい

て情報交換する機会を設け、地域連携の体制を強化し
ていく。 

実施体制、対象者等 対 象：地元農業者、明治大学
事務局：川崎市農地課

実
施
内
容

実施（予定）
日 

実施場所 黒川地区全域（展示ほ場：黒川上地区） 

周知・ＰＲ －

内容 
①生産者ほ場の巡回指導 

②見本畑設置、栽培実習の実施

・黒川地区に見本畑を設置し、栽培を実習できる機会を設ける。

予算等 －

その他 －
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農-3 農産物に関する講習会の開催
計 画

概要・目的 

概要 
・品種比較、土づくり、防除等栽培に役立つ講習会を、大学と連携して開
催する。 

目的 
【地域交流】明治大学の研究成果を活かしながら、大学と地元農業者の交

流を深める。
【環境保全】農薬を効果的に使う方法を学ぶことで、環境にやさしい農業

の実現を目指す。 

実施体制、対象者等 対 象：地元農業者、明治大学
事務局：川崎市農地課

実
施
内
容

実施予定日 

実施場所 明治大学黒川農場

周知・ＰＲ －

内容 ①講習会の開催 

予算等 －

その他 ・今後も内容を検討して、講習会を実施する。 
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農-4 地元農業者との農産加工品等に関する検討 
計 画

概要・目的 

概要 
・地元農業者等を対象に、農産加工品開発及び販売に向け、意見交換会
や講習会等を行う。
・黒川地域の加工品を PRする。 

目的 
【地域交流】明治大学の研究成果を活かしながら、大学と地元農業者の交

流を深める。
【黒川産商品開発】黒川地域の活性化に向けて、黒川産の農産加工品の開

発を検討する。

実施体制、対象者等
対象：地元農業者、明治大学
協力：神奈川県、セレサモス 
事務局：川崎市農地課

実
施
内
容

実施予定日 11 月 10日（土）収穫祭 加工品の PR 

実施場所 明治大学黒川農場

周知・ＰＲ －

内容 

農産物の加工品について全国的に優れた技術を持っている明治大学黒
川農場の客員教授である小清水先生と地元農業者との意見交換を実施す
る。また、黒川産野菜で作った加工品について、セレサモスと連携しなが
ら収穫祭で PRする。 
①現在の黒川産の農産加工品について

・黒川産の農産加工品の現状や課題等に関する意見交換や PRの実施。

②今後の開発の可能性やメニューについて 

・今後の農産物加工品の開発の可能性を探るため、加工実習を検討。 

③今後について 

・今後の進め方等に関する意見交換

予算等 －

その他 －
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農-5 黒川野菜・果物等のＰＲ（農家による黒川野菜の直売の実施）

計 画

概要・目的

概要 
・明治大学黒川農場の収穫祭で、大学と地元農業者が連携して野菜を販
売し、黒川産の農産物のＰＲを行う。

目的 
【黒川農産物のＰＲ】黒川地域の活性化に向けて、黒川産の新鮮な農産物

をＰＲし、販売促進につなげる。 
【地域交流】農家と直接お話しをしながら、野菜を買いたいという意見が

前回の収穫祭ででていたため、地元農業者が直接販売する機
会を創ることで、市民と地元農業者との交流を図る。 

実施体制、対象者等

主催：地元農業者
協力：明治大学
対象：明治大学黒川農場収穫祭の来場者
事務局：川崎市農地課

実
施
内
容

実施予定日 11 月 10日（土）収穫祭 

実施場所 明治大学黒川農場

周知・ＰＲ 
・市政だより、ＨＰ等 
・明治大学収穫祭告知チラシ、ＨＰ等 
・メルマガ

内容 

収穫祭にて「農家さんの黒川産農産物の直売所」として、地元農業者によ

る来場者への直接販売 

■農産物の種類（案）昨年度実績

（平成 27年度：14 品目 660 点） 
（平成 28年度：13 品目 300 点以上） 
（平成 29年度：12 品目 250 点以上）

予算等 －

その他 －

・大根
・かぶ 
・きゅうり 
・原木しいたけ 
・ピーマン 
・里芋
・ブロッコリー

・次郎柿
・本ゆず 
・キウイフルーツ 
・たまご  
・サツマ芋


